
 

 

 

 

 

 

  

 

 

１２月 23日（火）で２学期（授業日数７５日）が終了します。２学期は、いろいろな行事や校

外学習に取組、充実した教育活動を実施することができました。９月には、道徳の授業参観や

教育講演会が開催されました。１０月は各学年の校外学習や修学旅行、１１月は西小ギネス、

児童会役員選挙、１２月は個別懇談等、すべて予定通り実施することができました。保護者の

皆様と地域の皆様のご理解とご協力に心から感謝申し上げます。ありがとうございました。 

さて、２４日（水）から、子どもたちが楽しみにしている「冬休み（１月８日まで）」が始まります。夏休みと違い、

短い期間ですが、クリスマスやお正月など、家族みんなで楽しめる行事がたくさんあると思います。ぜひ、ご家族

で楽しい冬休みをお過ごしください。そして、大きな事故や病気、怪我には十分注意していただき、１月９日（金）

の３学期始業式には、元気な子どもたちに会えることを楽しみにしております。どうぞよい年をお迎えください。 

１２月１１日（木）、「第４回チャレンジ山人会賞」の表彰式が山日 YBS ホ

ールで開催され、学校の代表として児童会長の宮﨑蒼空さん、副会長の司

波渚さんが参加しました。 

「チャレンジ１５０山人会賞」とは、山日ＹＢＳ厚生文化事業団が主催し、県

内における青少年の想像力の開発育成のため、芸術、科学など文化活動の

向上発展に寄与することを目的としている活動です。 

西小では、２０１７年より「穂見神社・高尾の夜祭」の学習会と、太々神楽・巫女の舞の披露を実施してきました。

子どもたちは、郷土の文化と伝統行事にふれ、それを大切にしている人たちの努力を知り、地域の方々と共に文

化を伝承していくことが大切であることを学んでいます。今回の受賞では、このことが高く評価されたのだと思わ

れます。崇敬会神楽部の方々、文化財課の方、地域の皆様、保護者の皆様のご理解とご協力により、受賞するこ

とができました。心より感謝申し上げます。ありがとうございました。 

毎朝、子どもたちの登校を見守って下っている、大久保様、畔上様、秋山

様の「西小こども見守り隊」の皆様が、第７３回山梨県社会福祉大会で表

彰されました。子どもたちの安全のためにご尽力いただきありがとうござい

ます。また、上一之瀬の河西様にも横断歩道を渡る子どもたちの安全確認

をしていただいております。その他にも、安協の方々、野之瀬駐在所のおま

わりさん等、西小の子どもたちのために地域の方々、保護者の皆様に支えられ、日々安全に通学できていますこ

とにお礼申し上げます。ありがとうございます。今後もよろしくお願いいたします。 
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１２月２４日から「冬休み」開始 

「チャレンジ１５０山人会賞」を受賞しました！ 

見守り隊のみなさん、ありがとうございます！ 


